











句集』 （以下、 「新出句集」と称する）については、これまで様々な角度から検討を加え、 「新出句集」が蕪村晩年の自選句集稿本である『蕪村自筆句帳』 （以下、 『自筆句帳』と称する）の主要な選句資料の一つである可能性の極めて高いものであることを指摘した
。
『自筆句帳』は蕪村自身が天明二（一七八二）年頃に起筆し、翌三年春の出版を目指して自選したとされる四
























『　　自 　　筆 　　句 　　帳 　　』
（現在一〇五五句復元、全一四五二句と推定）













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑶ 　尾形仂「解説」 『蕪村自筆句帳』筑摩書房、一九七四年。⑷ 　『蕪村全集』第三巻「句集・句稿・句会稿」講談社、一九九二年⑸ 　注⑶に挙げた尾形仂 解説」において、 『遺 』には『句集』との重複句が三句、抄出漏れ句が七句があることが指摘
されている。
⑹ 　注⑶に同じ。
［付記］本研究は、科学研究費助成事業（基盤研究 （ｃ） 課題番号：
18K
00311 ）による成果の一部である。
『蕪村自筆句帳』復元の試み
－春部欠落箇所の復元－ 9（）
